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1．はじめに

　2011年6月1日（水），名古屋大学医学部基礎研究棟

において平成23年度東海地区医学図書館協議会（以下，

協議会）特別研修会が，特定非営利活動法人日本医学

図書館協会（以下，JMLA）東海地区会共催・日本薬学

図書館協議会（JP：LA）東海地区協議会協賛で開催され

た。「大震災に対して図書館は何ができるか」をテーマ

に3名から報告があった。参加者は，大学図書館，病院

図書室，JMLA個人会員など協議会会員以外の機関も含

め29名であった。

　3月11日の地震発生時，朝日大学のある岐阜県瑞穂市

の震度は3であった。めまいのような揺れが長く続き，

スチール書架が音を立て思わずあたふたとしてしまっ

た。被害はなかったが，書架の上2段に設置した書籍落

下防止装置のバーが3か所作動していた。地震後は，国

立情報学研究所が東京電力管内の計画停電の影響で停電

し，当館も相互貸借，目録情報などのサービスが利用で

きず思いがけない影響を受けた。そのようなことから，

この震災が図書館にどのような被害を与え，現場ではど

のように対処しているのか，強い関心があった。協議会

で早い時期に震災と図書館を取り上げ，2つの図書館協

会の取り組みと被災現場の実情を知る機会を得たこと

は，大変有意義であった。

皿．報告内容

3件の報告内容の概要は次のとおりであった。

1．必要なこととできること＝NPO法人日本医学図書館

協会の取り組み／坪内政義（NPO法人医学図書館協会

専務理事，愛知1医科大学医学情報センター（図書館））

地震発生直後から，JMLAの理事会では協会としてで
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きることは何かを検討してきた。新しいことではなく図

書館業務の延長線上でできること，無理せず今できるこ

とをやろうと考えた結果が，被災地域の大学，医療機

関，医療従事者，救援活動従事者への学術文献の無料提

供1）であった。そのしくみは，被災地域の個人または団

体が必要な文献を窓口館2館に申込み，窓口館はそれを

集約し，あらかじめ募集に応じた協力館と一緒に文献を

E－Mail，　FAXまたは郵便で送付するものである。詳細

については本号のJMLA東日本大震災復興支援活動報

告原稿を参照していただきたい。

2．図書館の〈輪〉：国立大学の取り組みと復旧への歩

　み／加藤晃一（浜松医科大学附属図書館）

　3月11日の地震発生時，東京で16大学の館長・部課

長が国立大学図書館協会（以下，JANUL）の臨時理事

会を開催中であったため素早く対応が検討された。被災

状況の収集には，日頃の国立大学のネットワークが大き

な力となった。発生2時間後には東京大学にある事務局

からE－Mailで各大学の被害状況について情報提供を依

頼し，幹部職員の安否について第1報が届き，翌3月12

日に，速報版がメーリングリストで報告された。3月18

日には，そのリストが更新され関係者の安否情報や，各

大学の支援を取りまとめた情報の共有が行われた。4月

1日には，事務局が各大学のホームページで確認した被

害状況（全国と東北地区）がJANULのホームページ2）

で閲覧可能となった。4月7日に発生した震度6強の余震

の被害状況もメーリングリストで報告しあった。建物や

図書の落下等の物的被害を受けたのは33館。地域によっ

て被害の軽重があったが，幸いなことに，図書館の建物

への津波の被害はなく，人的被害もなかった。JANUL

のホームページでは，主に次のような情報が閲覧できる。

　・各大学の被害状況

　・被災した大学に所属する教職員・学生（一部機関は

　　被災地の一般住民含む）向けの各大学図書館のサー
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　・電子ジャーナルの無料利用提供案内

　電子ジャーナルについては，協力の申し出があった

12社の電子ジャーナル・データベースを，東京大学と京

都大学が窓口となり，被災した所属大学からサービスを

受けられない教員，研究者医療従事者に対して3月半ば

から5月20日までゲートウェイサービスやリモートア

クセスで無料提供を行った。

　東北大学や筑波大学3），放送大学の被災状況は，各大

学のホームページから映像で見ることができる。落下し

た天井の破片，照明器具，倒壊した書架，床に散乱し

た図書の山などショッキングな映像である。チェーン

メールやTwitterで地震iに関する誤った情報や根拠のな

いデマが広がり問題になったが，被災状況や復旧状況

の広報の1つとして，職員個人もしくは図書館の公式の

Twitter4）が大きな役割を果たした。その内容を見ると

携帯電話で撮影された地震発生直後の図書館の被災状況

画像が同時進行で次々と投稿されたことがわかる。これ

だけの被害で人的被害がなかった要因として，

　・地震の発生が春休み中だったこと

　・国立大学では阪神淡路大震災以後，それを教訓とし

　　て，昭和40年代の建物の耐震改修が進んだこと

　・書架についても天繋ぎだけでなく，床固定作業が進

　　み，図書の落下はあったが書架の倒壊は少なかった

　　こと

　・津波の被害を受けなかったこと

などをあげている。

　復旧への支援として，職員だけではなく学生ボラン

ティアが組織され，その活躍が大きな力となっている。

例えば東北大学の学生有志によるHARU5）という組織

では，被災地域のニーズに合わせたボランティア活動を

行っている。4月から6月初めにかけて附属図書館の落

下した100万冊以上の図書の復旧の手伝いを行い，5月

連休明けの開館につなげた。授業開始前は1日に15名

～30名の学生が参加している。筑波大学のT－ACT6）は，

学生の自発的な活動を支援するプロジェクトで，Web

でボランティアの募集を行い4月1日～4月21日までの

平日15日間でのべ475名（参加者数215名）が中央図

書館の復旧支援に参加した。その他に福島大学では，学

生だけではなく避難している一般市民も協力をしたり，

放送大学では千葉大学の職員の支援を得たりした。最後

に，個人で参加する図書館復興のためのボランティアの

窓口saveMLAK7）の紹介があった。

　加藤氏の報告の詳細は，浜松医科大学リポジトリ8）に

掲載されている。

3．被災地での医療支援に参加して：図書館員が見てき

　た宮城県南三陸町／蒲生英博（名古屋大学附属図書館

　医学部分館）

　名古屋大学医学部附属病院は，文部科学省の要請を受

け医薬品・医療材料などの物資輸送や，放射線測定チー

ムの派遣，被災患者の受入態勢の整備及び医療支援を行

うチームの派遣を行ってきた。蒲生氏は，事務職員とし

て医師2名，看護師2名，薬剤師1名と共に，4月15日

～4月21日の間被害の大きかった宮城県本吉郡南三陸

町志津川地区に入った。何か自分にできることはないか

と考えていた時に派遣の話があり，図書館員に何ができ

るかを考えることもなく即断したとのことである。南三

陸町では，町内44か所の避難所に4，326人が避難し，電

気も水道も復旧していない状態であった。現地の医療統

括本部では医療の自立・再生を目指しており，いずれ震

災前の南三陸町の開業医6軒及び公立志津川病院中心の

医療へと移行していく方針で支援を行っていた。

　派遣されることが決まった3月末，名古屋大学の図書

館員にメーリングリストで被災地の子どもたちに絵本や

童話を届けようと呼びかけ，集まった273冊の本（写真1）

は，避難所に置かれた後（写真2），地元の保育園と小学

校図書室へ寄贈された。

　蒲生氏の報告の詳細は，協議会のホームページ9）に掲

載されている。また，体験記が名古屋大学図書館報『斎

燈』に掲載されているので参照していただきたい10）。
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写真1．図書館員から寄せられた絵本・童話など
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4．質疑応答

　加藤氏の報告に対し，地震発生後のJANU：しの対応が

すばやかった理由について質問があり，回答として当日

臨時理事会が開催中であったため意思決定が早かったこ

とと，阪神淡路大震災など過去の地震の度にJANULと

して協力活動を行ってきたことがあげられた。

　また，東京大学と京都大学が実施した電子ジャーナル

の無料提供サービスの利用数について，後日報告してほ

しいとの要望が出された。

皿．おわりに

　今回の研修会をきっかけに過去の震災と図書館につ

いて書かれた文献11）を読んでみると，報告にあった

JANULの震災後のすばやい情報共有や支援の体制は，

過去の震災を教訓として確立した結果だといえる。阪神

淡路大震災後の報告12）の中に，「震災被害は1大学だけ

の例外的な被害ではなく，これからもどの大学でも起

こりうること，過去の震災からの報告や提言を事後でな

く事前に自分のこととして読み，図書館側の知識として

生かすこと」と書かれている。そこでまず自館で何をす

べきかを考えた。人的被害がなく物的被害を最小限に留

めるには，書架の固定，図書の落下防止，避難通路の確

保，地震発生時の職員の対応マニュアルの整備が必要で

ある。更に地域全体が被災した時の個人の対処と組織と

しての対処を検討することも必要である。バックファイ

ルの購入など雑誌の電子媒体への切り替えは，災害時に

図書館が安定して文献を利用者に提供する環境を作るた

めにも必要であろう。特に建物・施設設備の被害，書架

の倒壊，資料の破損によって立入禁止や現物が利用不可

となった場合に利点があると考える。マニュアルの整備
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は早急に，備品やバックファイルの購入は予算を確保し

ながら計画的に検討していきたい。

　阪神淡路大震災では神戸大学のホームページで被災状

況や留学生の安否情報，ボランティアの参加呼びかけが

全世界に情報発信されたが，今回は各団体のホームペー

ジに加えTwitterが情報伝達の手段として大きな役割を

はたした。今後は，Facebook等新しいツールの活用も

増えてくると思われる。国立国会図書館のホームページ

にあるカレントアウェアネス・ポータル13）は公共図書

館も含めた震災に関する情報が網羅的に収集され大変わ

かりやすい。今後，JMLAなど各団体が日頃の組織力を

生かしながら，必要とされる支援と提供できる支援を調

整し結びつける役割を担い，どのように提供していくか

を，今回の震災を機に検討していくことが大切である。
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